
(57)【要約】

【課題】　細長くシンプルな形状に折り畳むことができ

、走行性能にも優れた折り畳み自転車を提供する。

【解決手段】　本発明では、フレームチューブ１～４を

平行四辺形状に組み合わせることで自転車のフレームを

構成し、折り畳み時には、平行四辺形の各頂点に位置す

る軸１ａ、軸４ａ、フランジ１ｂ、フランジ４ｂによっ

て、これら４本のフレームチューブがスライド、回転し

（図７～９）、細長くシンプルな形状となるようにした

。平行四辺形のフレームとすることで、フレーム中央部

を一本のパイプで担う従来の折り畳み自転車に比べてね

じり剛性を高め、ペダリング時の力を逃がしにくくした

。さらにフレームチューブ１～４の角度を工夫すること

によって、サドル、ハンドル、ペダルなどの乗車姿勢を

決定する部品の位置や調整の自由度を、マウンテンバイ

クと同等とした。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
上 部 に 操 舵 用 ハ ン ド ル （ １ ６ ） 、 下 部 に フ ロ ン ト フ ォ ー ク （ ９ ） を そ れ ぞ れ 回 転 自 在 に 備
え た 第 １ 部 材 （ １ ） と 、
　 一 方 の 端 部 が 前 記 第 １ 部 材 の ハ ン ド ル （ １ ６ ） 取 り 付 け 部 近 傍 に 回 転 自 在 に 結 合 さ れ 、
他 方 の 端 部 が 後 述 す る 第 ４ 部 材 （ ４ ） の サ ド ル 取 り 付 け 部 近 傍 に 回 転 自 在 に 結 合 さ れ た 第
２ 部 材 （ ２ ） と 、
　 一 方 の 端 部 が 前 記 第 １ 部 材 の フ ロ ン ト フ ォ ー ク （ ９ ） 取 り 付 け 部 近 傍 に 回 転 自 在 に 結 合
さ れ 、 他 方 の 端 部 に ボ ト ム ブ ラ ケ ッ ト （ ３ ｃ ） を 一 体 的 に 備 え た 第 ３ 部 材 （ ３ ） と 、
　 一 方 の 端 部 が 前 記 第 ３ 部 材 の 途 中 部 分 に 回 転 自 在 に 結 合 さ れ 、 他 方 の 端 部 に サ ド ル （ １
５ ） を 備 え 、 そ の サ ド ル （ １ ５ ） 取 り 付 け 部 近 傍 で 前 記 第 ２ 部 材 と 回 転 自 在 に 結 合 さ れ た
第 ４ 部 材 （ ４ ） と 、
　 を 備 え 、 前 記 第 １ 部 材 が 、 前 記 第 ３ 部 材 に 拘 束 さ れ た ま ま で 前 記 第 ３ 部 材 に 沿 っ て 平 行
に ス ラ イ ド で き 、 ま た 前 記 第 ４ 部 材 が 、 前 記 第 ２ 部 材 に 拘 束 さ れ た ま ま で 前 記 第 ２ 部 材 に
沿 っ て 平 行 に ス ラ イ ド で き る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 折 り 畳 み 自 転 車 。
【 請 求 項 ２ 】
（ 以 下 図 ５ 参 照 ） 前 記 第 １ 部 材 （ １ ） と 前 記 第 ３ 部 材 （ ３ ） と の 結 合 部 の 構 造 と し て 、 前
記 第 １ 部 材 の 外 表 面 に 一 体 的 に 取 り 付 け た 円 盤 状 の 第 １ フ ラ ン ジ （ １ ｂ ） を 備 え 、 一 方 で
前 記 第 ３ 部 材 に は 、 前 記 第 １ フ ラ ン ジ の 直 径 お よ び 厚 み が ち ょ う ど 収 ま り 、 前 記 第 ３ 部 材
の 長 軸 方 向 に 沿 っ て 前 記 第 １ フ ラ ン ジ が ス ラ イ ド で き る よ う な 第 １ ス リ ッ ト （ ３ ｂ ） を 備
え る こ と に よ っ て 、 前 記 第 １ 部 材 が 、 前 記 第 ３ 部 材 に 拘 束 さ れ た ま ま で 前 記 第 ３ 部 材 に 沿
っ て 平 行 に ス ラ イ ド で き る よ う に し 、
　 （ 以 下 図 ６ 参 照 ） 同 様 に 、 前 記 第 ４ 部 材 （ ４ ） と 前 記 第 ２ 部 材 （ ２ ） と の 結 合 部 の 構 造
と し て 、 前 記 第 ４ 部 材 の 外 表 面 に 一 体 的 に 取 り 付 け た 円 盤 状 の 第 ２ フ ラ ン ジ （ ４ ｂ ） を 備
え 、 一 方 で 前 記 第 ２ 部 材 に は 、 前 記 第 ２ フ ラ ン ジ の 直 径 お よ び 厚 み が ち ょ う ど 収 ま り 、 前
記 第 ２ 部 材 の 長 軸 方 向 に 沿 っ て 前 記 第 ２ フ ラ ン ジ が ス ラ イ ド で き る よ う な 第 ２ ス リ ッ ト （
２ ｂ ） を 備 え る こ と に よ っ て 、 前 記 第 ４ 部 材 が 前 記 第 ２ 部 材 に 拘 束 さ れ た ま ま で 前 記 第 ２
部 材 に 沿 っ て 平 行 に ス ラ イ ド で き る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 折 り 畳
み 自 転 車 。
【 請 求 項 ３ 】
（ 対 応 す る 図 面 な し ） 前 記 第 １ 部 材 と 前 記 第 ３ 部 材 と の 結 合 部 の 構 造 と し て 、 前 記 第 １ 部
材 の 外 表 面 に 取 り 付 け た 環 状 の 第 １ 保 持 部 材 を 備 え 、 そ の 第 １ 保 持 部 材 の 環 内 に 前 記 第 ３
部 材 を 差 し 込 み 、 そ の 抜 き 差 し 方 向 の 滑 動 操 作 に よ っ て 、 前 記 第 １ 部 材 が 前 記 第 ３ 部 材 に
沿 っ て 平 行 に ス ラ イ ド で き る よ う に し 、
　 同 様 に 、 前 記 第 ４ 部 材 と 前 記 第 ２ 部 材 と の 結 合 部 の 構 造 と し て 、 前 記 第 ４ 部 材 の 外 表 面
に 取 り 付 け た 環 状 の 第 ２ 保 持 部 材 を 備 え 、 そ の 第 ２ 保 持 部 材 の 環 内 に 前 記 第 ２ 部 材 を 差 し
込 み 、 そ の 抜 き 差 し 方 向 の 滑 動 操 作 に よ っ て 、 前 記 第 ４ 部 材 が 前 記 第 ２ 部 材 に 沿 っ て 平 行
に ス ラ イ ド で き る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 折 り 畳 み 自 転 車 。
【 請 求 項 ４ 】
（ 以 下 図 ５ 参 照 ） 前 記 第 １ 部 材 の 外 表 面 に 、 棒 状 の 第 １ 固 定 軸 （ １ ４ ａ ） を 差 し 込 み 保 持
す る た め の 第 １ の 穴 （ １ ｃ ） を 備 え 、 一 方 で 前 記 第 ３ 部 材 の 一 部 に も こ れ を 横 断 貫 通 す る
よ う に 第 ２ の 穴 （ ３ ａ ） を 備 え 、
　 自 転 車 を 走 行 可 能 な 状 態 に す る 際 に は 、 前 記 第 １ の 穴 （ １ ｃ ） お よ び 前 記 第 ２ の 穴 （ ３
ａ ） が 同 軸 に 揃 う よ う に 前 記 第 １ 部 材 お よ び 前 記 第 ３ 部 材 を 位 置 さ せ た 後 、 前 記 第 ２ の 穴
（ ３ ａ ） を 貫 通 す る よ う に 前 記 第 １ 固 定 軸 （ １ ４ ａ ） を 差 し 込 み 、 こ れ を 前 記 第 １ の 穴 （
１ ｃ ） に 保 持 さ せ る こ と で 、 前 記 第 １ 部 材 と 前 記 第 ３ 部 材 を 相 対 的 に 回 転 自 在 に 、 し か し
ス ラ イ ド は 出 来 な い よ う に 固 定 し 、
　 （ 以 下 図 ６ 参 照 ） 同 様 に 、 前 記 第 ２ 部 材 の 一 部 に 、 棒 状 の 第 ２ 固 定 軸 （ １ ４ ｂ ） を 差 し
込 み 保 持 す る た め の 第 ３ の 穴 （ ２ ａ ） を 備 え 、 一 方 で 前 記 第 ４ 部 材 の 一 部 に も こ れ を 横 断
貫 通 す る よ う に 第 ４ の 穴 （ ４ ｃ ） を 備 え 、
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　 自 転 車 を 走 行 可 能 な 状 態 に す る 際 に は 、 前 記 第 ３ の 穴 （ ２ ａ ） お よ び 前 記 第 ４ の 穴 （ ４
ｃ ） が 同 軸 に 揃 う よ う に 前 記 第 ２ 部 材 お よ び 前 記 第 ４ 部 材 を 位 置 さ せ た 後 、 前 記 第 ４ の 穴
（ ４ ｃ ） を 貫 通 す る よ う に し て 前 記 第 ２ 固 定 軸 を 差 し 込 み 、 こ れ を 前 記 第 ３ の 穴 （ ２ ａ ）
に 保 持 さ せ る こ と で 、 前 記 第 ２ 部 材 と 前 記 第 ４ 部 材 を 相 対 的 に 回 転 自 在 に 、 し か し ス ラ イ
ド は 出 来 な い よ う に 固 定 し 、
　 （ 以 下 図 ２ 参 照 ） さ ら に 前 記 第 １ 固 定 軸 （ １ ４ ａ ） と 前 記 第 ２ 固 定 軸 （ １ ４ ｂ ） の 距 離
が 一 定 範 囲 内 に 保 た れ る よ う 、 連 結 部 材 （ １ ３ ） に よ っ て こ れ ら ２ つ の 固 定 軸 を 結 ぶ
　 こ と が で き る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ に 記 載 の 折 り 畳 み 自 転 車 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 細 長 く シ ン プ ル な 形 状 に 折 り 畳 む こ と が で き 、 走 行 性 能 に も 優 れ た 折 り 畳 み
自 転 車 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 折 り 畳 み 自 転 車 の 代 表 的 な 例 と し て は 、 車 体 中 央 付 近 に 設 け ら れ た ヒ ン ジ を 境 に
し て 、 車 体 の 前 半 分 を 左 に １ ８ ０ 度 折 り 畳 む 方 式 の 物 が よ く 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 独 創 的 な 例 と し て は 、 下 記 の 特 許 文 献 １ が あ る 。 こ の 発 明 に よ れ ば 、 折 り 畳 み の 際
に は 前 後 の 車 輪 を ぴ っ た り と 重 ね 合 わ せ る こ と が で き 、 さ ら に 三 角 形 の フ レ ー ム は 、 そ の
３ つ の 辺 を 形 成 す る パ イ プ が 束 ね ら れ て 一 本 の 棒 状 と な る た め 、 シ ン プ ル で 美 し い 形 状 に
折 り 畳 む こ と が で き る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 公 平 ０ ７ － ０ １ ７ ２ ２ ２
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 な お 、 後 述 す る よ う に 、 本 発 明 で は ハ ン ド ル が 簡 易 に 着 脱 で き る 機 構 の 採 用 を 前 提 と し
て い る 。 こ の 機 構 に つ い て は 、 下 記 特 許 文 献 ２ の 採 用 が 考 え ら れ る 。 こ の 特 許 文 献 ２ の 発
明 は 、 本 発 明 と あ わ せ て 考 案 さ れ た も の で あ る 。
【 特 許 文 献 ２ 】 特 願 ２ ０ ０ ３ － ３ ６ ５ ５ ０ ８
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 前 記 ０ ０ ０ ２ 項 記 載 の 折 り 畳 み 方 式 の 問 題 点 と し て は 、 折 り 畳 み 時 の 形 状 が 、 鉄 道 な ど
の 混 雑 し た 公 共 交 通 機 関 で の 持 ち 運 び に 適 さ な い こ と が 挙 げ ら れ る 。 混 雑 し た 車 内 で は 、
荷 物 は な る べ く 縦 に 細 長 い 形 状 が 望 ま し い が 、 こ の 方 式 の 折 り 畳 み 自 転 車 は 、 折 り 畳 ん だ
状 態 で 長 さ 700mm程 度 、 高 さ 500mm程 度 、 幅 300mm程 度 で 、 旅 行 用 の ス ー ツ ケ ー ス ほ ど の 大
き さ に な っ て し ま う の で あ る 。 ま た 、 こ の よ う な 折 り 畳 み 方 式 で は 、 折 り 畳 ま れ た フ レ ー
ム パ イ プ が 雑 然 と し た 印 象 を 与 え て し ま い 、 商 品 と し て の 魅 力 を 下 げ る 原 因 に な っ て い た
。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 一 方 、 前 記 ０ ０ ０ ３ 項 記 載 の 折 り 畳 み 自 転 車 は 、 独 創 的 な 発 明 で あ り 、 細 長 く シ ン プ ル
な 形 状 に 折 り 畳 め る と い う 点 で 、 上 記 ０ ０ ０ ５ 項 の 問 題 点 を 解 決 し て い る 。 し か し 、 の ん
び り 走 る こ と に 特 化 し た こ の 発 明 の 性 格 上 、 走 行 性 能 に 関 し て は 通 常 の ス ポ ー ツ 車 に 比 べ
て 劣 っ て い る 。 例 え ば 三 角 形 の フ レ ー ム の 一 辺 を ハ ン ド ル の 回 転 軸 と し て 利 用 し て い る た
め 、 ヘ ッ ド ア ン グ ル が 適 正 で な く 、 ハ ン ド ル の 操 作 が 不 安 定 で あ る こ と な ど で あ る 。 こ の
た め 、 こ の 折 り 畳 み 自 転 車 で は 長 距 離 を 爽 快 に 走 る こ と は 難 し か っ た 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 で は 、 自 転 車 の フ レ ー ム を 、 平 行 四 辺 形 の 四 辺 に 相 当 す る 位 置 関 係 に あ る ４ つ の
部 材 で 構 成 し た 。 ４ つ の 部 材 と は 、 １ ： 上 部 に 操 舵 用 ハ ン ド ル 、 下 部 に フ ロ ン ト フ ォ ー ク
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を そ れ ぞ れ 回 転 自 在 に 備 え た 第 １ 部 材 、 ２ ： 一 方 の 端 部 が 前 記 第 １ 部 材 の ハ ン ド ル 取 り 付
け 部 近 傍 に 回 転 自 在 に 結 合 さ れ 、 他 方 の 端 部 が 後 述 す る 第 ４ 部 材 の サ ド ル 取 り 付 け 部 近 傍
に 回 転 自 在 に 結 合 さ れ た 第 ２ 部 材 、 ３ ： 一 方 の 端 部 が 前 記 第 １ 部 材 の フ ロ ン ト フ ォ ー ク 取
り 付 け 部 近 傍 に 回 転 自 在 に 結 合 さ れ 、 他 方 の 端 部 に ボ ト ム ブ ラ ケ ッ ト を 一 体 的 に 備 え た 第
３ 部 材 、 ４ ： 一 方 の 端 部 が 前 記 第 ３ 部 材 の 途 中 部 分 に 回 転 自 在 に 結 合 さ れ 、 他 方 の 端 部 に
サ ド ル を 備 え 、 そ の サ ド ル 取 り 付 け 部 近 傍 で 前 記 第 ２ 部 材 と 回 転 自 在 に 結 合 さ れ た 第 ４ 部
材 、 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 さ ら に 、 前 記 第 １ 部 材 が 、 前 記 第 ３ 部 材 に 拘 束 さ れ た ま ま で 前 記 第 ３ 部 材 に 沿 っ て 平 行
に ス ラ イ ド で き 、 ま た 前 記 第 ４ 部 材 が 、 前 記 第 ２ 部 材 に 拘 束 さ れ た ま ま で 前 記 第 ２ 部 材 に
沿 っ て 平 行 に ス ラ イ ド で き る よ う に す る こ と で 、 折 り 畳 み 時 に は そ れ ら ４ つ の 部 材 が 平 行
に 揃 い 、 細 長 い 形 状 と な る よ う に し た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 回 転 自 在 な 結 合 部 に は 全 て 軸 支 持 方 式 を 採 用 す る こ と で 、 前 記 特 許 文 献 １ の 回 転 継 手 な
ど に 比 べ て フ レ ー ム の 剛 性 を 高 く し 、 ペ ダ リ ン グ 時 の 力 が 逃 げ に く い よ う に し た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 さ ら に 前 記 各 部 材 の 角 度 を 工 夫 す る こ と に よ っ て 、 ヘ ッ ド ア ン グ ル を マ ウ ン テ ン バ イ ク
に 近 い 角 度 と し 、 サ ド ル 、 ハ ン ド ル 、 ペ ダ ル な ど の 乗 車 姿 勢 を 決 定 す る 部 品 の 位 置 や 調 節
の 範 囲 も 、 マ ウ ン テ ン バ イ ク と 同 等 と し た 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に よ る 折 り 畳 み 自 転 車 は 、 折 り 畳 み の 際 に は 前 記 各 部 材 が 互 い に ス ラ イ ド お よ び
回 転 す る こ と で 平 行 に 揃 い 、 細 長 い 形 状 と な る の で 、 混 雑 し た 鉄 道 の 車 内 な ど へ も 持 ち 込
み や す い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 前 記 各 部 材 が 、 平 行 四 辺 形 の 四 辺 に 相 当 す る 位 置 関 係 に あ る た め 、 従 来 の 多 く の 折
り 畳 み 自 転 車 の よ う に 車 体 中 央 を １ 本 の 部 材 で 担 わ せ る 設 計 よ り も 、 高 い フ レ ー ム 剛 性 を
持 ち あ わ せ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 し か も 前 記 各 部 材 の 角 度 を 工 夫 す る こ と に よ っ て 、 マ ウ ン テ ン バ イ ク と 同 等 の 乗 車 姿 勢
が 得 ら れ る よ う に な っ て い る 。 上 記 の こ と か ら 、 鉄 道 を 利 用 し て 気 軽 に 遠 方 に 出 か け 、 そ
こ で ス ポ ー ツ 自 転 車 の 爽 快 な 走 行 感 を 楽 し む 事 が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 さ ら に 、 折 り 畳 ん だ 状 態 で は 前 記 各 部 材 が 完 全 に 平 行 に 揃 い 、 か つ 上 か ら 見 て 正 方 形 状
に 並 ぶ た め 、 シ ン プ ル で 美 し く 、 商 品 と し て の 魅 力 が 高 ま っ て い る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 折 り 畳 み 自 転 車 の 最 良 の 実 施 例 を 図 １ に 示 す 。 フ レ ー ム は 図 ２ に 示 す よ う に 、
ヘ ッ ド チ ュ ー ブ １ 、 ト ッ プ チ ュ ー ブ ２ 、 ボ ト ム チ ュ ー ブ ３ 、 シ ー ト チ ュ ー ブ ４ の ４ 本 の パ
イ プ か ら な る 。 ヘ ッ ド チ ュ ー ブ １ と ト ッ プ チ ュ ー ブ ２ は 、 軸 １ ａ に よ っ て 回 転 自 在 に 結 合
さ れ て い る 。 こ の ２ 本 の パ イ プ で 構 成 さ れ る 部 分 を ア ッ パ ー セ ク シ ョ ン ５ と 呼 ぶ こ と に す
る 。 同 様 に ボ ト ム チ ュ ー ブ ３ と シ ー ト チ ュ ー ブ ４ も 軸 ４ ａ に よ っ て 回 転 自 在 に 結 合 さ れ て
い る 。 こ の ２ 本 の パ イ プ で 構 成 さ れ る 部 分 を ロ ア セ ク シ ョ ン ６ と 呼 ぶ こ と に す る 。 ア ッ パ
ー セ ク シ ョ ン ５ と ロ ア セ ク シ ョ ン ６ は 、 合 わ さ っ て 平 行 四 辺 形 の フ レ ー ム を 形 成 し て い る
。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 ア ッ パ ー セ ク シ ョ ン ５ と ロ ア セ ク シ ョ ン ６ は 同 一 平 面 上 に は な く 、
従 っ て ヘ ッ ド チ ュ ー ブ １ と ボ ト ム チ ュ ー ブ ３ 、 ト ッ プ チ ュ ー ブ ２ と シ ー ト チ ュ ー ブ ４ は 、
そ れ ぞ れ 段 違 い に 交 差 し て い る 。 単 純 に こ の よ う に し て し ま う と 、 ヘ ッ ド チ ュ ー ブ １ と シ
ー ト チ ュ ー ブ ４ は 進 行 方 向 に 対 し て 左 右 に ず れ て し ま う は ず で あ る 。 こ れ を 防 ぐ た め 、 図
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３ の よ う に ア ッ パ ー セ ク シ ョ ン ５ と ロ ア セ ク シ ョ ン ６ を 一 体 的 に 、 ヘ ッ ド チ ュ ー ブ １ の 中
心 軸 ま わ り に 少 し 回 転 さ せ 、 自 転 車 の 進 行 方 向 に 対 し て 偏 角 α を 与 え 、 ヘ ッ ド チ ュ ー ブ １
と シ ー ト チ ュ ー ブ ４ が ち ょ う ど 自 転 車 の 進 行 方 向 に 沿 っ て 前 後 に 並 ぶ よ う に す る 。 ち な み
に 図 ３ は 、 図 １ の Ａ 方 向 か ら の 投 影 図 で あ る た め 、 ヘ ッ ド チ ュ ー ブ １ お よ び シ ー ト チ ュ ー
ブ ４ は 断 面 の み が 見 え て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 ボ ト ム チ ュ ー ブ ３ の 後 方 に は 、 ボ ト ム ブ ラ ケ ッ ト ３ ｃ に 続 い
て リ ヤ フ ォ ー ク ７ が 一 体 的 に 結 合 さ れ て お り 、 リ ヤ フ ォ ー ク ７ に 後 輪 ８ が 取 り 付 け ら れ て
い る 。 図 ４ に 示 す よ う に 、 ボ ト ム チ ュ ー ブ ３ は 、 ボ ト ム ブ ラ ケ ッ ト ３ ｃ を 境 に 曲 が っ て お
り 、 偏 角 α を 相 殺 し て 、 リ ヤ フ ォ ー ク ７ お よ び 後 輪 ８ が 進 行 方 向 に 沿 う よ う に な っ て い る
。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 ヘ ッ ド チ ュ ー ブ １ の 下 端 に は 、 フ ロ ン ト フ ォ ー ク ９ が 回 転 自 在 に 取
り 付 け ら れ て お り 、 そ の 下 端 に 前 輪 １ ０ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 ま た 、 ヘ ッ ド チ ュ ー ブ １
の 上 端 か ら は 、 フ ロ ン ト フ ォ ー ク ９ と 一 体 的 に 結 合 さ れ た フ ォ ー ク コ ラ ム １ １ が 突 き 出 し
て お り 、 そ の 先 端 の ス テ ム １ ２ に 、 ハ ン ド ル が 簡 易 な 操 作 で 着 脱 自 在 に 取 り 付 け ら れ て い
る 。 こ の 着 脱 自 在 な 取 り 付 け 機 構 に つ い て は 、 前 記 特 許 文 献 ２ な ど が あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ３ で わ か る 通 り 、 前 輪 １ ０ の 回 転 面 は も ち ろ ん 自 転 車 の 進 行 方 向 に 平 行 で あ る 。 一 方
、 ア ッ パ ー セ ク シ ョ ン ５ は 自 転 車 の 進 行 方 向 に 対 し て 偏 角 α を 持 っ て い る の で 、 そ の 分 、
直 進 状 態 で は 常 に 前 輪 １ ０ と ア ッ パ ー セ ク シ ョ ン ５ が 偏 角 α を な す こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ２ の よ う に 、 ア ッ パ ー セ ク シ ョ ン ５ と ロ ア セ ク シ ョ ン ６ の 中 央 に は 、 サ イ ド ビ ー ム １
３ が 位 置 す る 。 サ イ ド ビ ー ム は そ の 前 後 端 に 設 け ら れ た ボ ル ト １ ４ ａ 、 １ ４ ｂ に よ っ て フ
レ ー ム に 取 り 付 け ら れ 、 平 行 四 辺 形 の 対 角 長 を 固 定 す る こ と に よ っ て フ レ ー ム の 形 状 を 保
持 し て い る 。 サ イ ド ビ ー ム の ボ ル ト １ ４ ａ 側 の 取 り 付 け 部 は 図 ５ の よ う に な っ て い る 。 こ
の 構 造 は ヘ ッ ド チ ュ ー ブ １ と ボ ト ム チ ュ ー ブ ３ の 結 合 も 兼 ね て い る 。 ま ず ヘ ッ ド チ ュ ー ブ
１ の 下 端 付 近 に あ る フ ラ ン ジ １ ｂ が 、 ボ ト ム チ ュ ー ブ の ス リ ッ ト ３ ｂ に ス ラ イ ド す る 形 で
組 み 合 わ さ る 。 こ の ま ま で あ れ ば 、 ヘ ッ ド チ ュ ー ブ １ は ボ ト ム チ ュ ー ブ ３ に 沿 っ て ス ラ イ
ド す る こ と が 可 能 で あ る 。 し か し 次 に 、 ネ ジ 穴 １ ｃ 、 穴 ３ ａ 、 穴 １ ３ ａ を 一 致 さ せ 、 ボ ル
ト １ ４ ａ を 貫 通 さ せ 、 ネ ジ 穴 １ ｃ に 対 し て 締 め 込 む こ と で 、 ヘ ッ ド チ ュ ー ブ １ 、 ボ ト ム チ
ュ ー ブ ３ 、 サ イ ド ビ ー ム １ ３ が 一 体 的 に 結 合 さ れ る 。 な お 、 ボ ト ム チ ュ ー ブ ３ は 、 押 し 出
し 成 形 な ど の 手 法 で 製 作 す れ ば 、 ス リ ッ ト ３ ｂ を は じ め か ら 作 り 込 ん で お く こ と が 可 能 で
あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ６ に 示 す よ う に 、 ボ ル ト １ ４ ｂ 側 の 結 合 も 、 上 記 ０ ０ ２ ０ 項 に 準 ず る 方 法 で 行 う 。 た
だ し こ の 場 合 、 ボ ル ト １ ４ ｂ が シ ー ト チ ュ ー ブ ４ を 貫 通 す る た め 、 シ ー ト ピ ラ ー １ ５ ａ は
、 穴 ４ ｃ よ り も 上 に 収 ま る よ う な 長 さ と す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 次 に 折 り 畳 み の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 図 ７ の よ う に 、 折 り 畳 み 時 は ま ず サ ド ル １ ５ を
１ ８ ０ 度 回 転 さ せ る と と も に 、 ハ ン ド ル １ ６ を 取 り 外 す 。 さ ら に ボ ル ト １ ４ ａ 、 １ ４ ｂ を
緩 め て サ イ ド ビ ー ム １ ３ を 取 り 外 す と 、 ボ ル ト １ ４ ａ が 抜 け た こ と で 、 ボ ト ム チ ュ ー ブ ３
と ヘ ッ ド チ ュ ー ブ １ が ス リ ッ ト ３ ｂ に 沿 っ て 自 由 に ス ラ イ ド で き る よ う に な る 。 同 様 に ボ
ル ト １ ４ ｂ が 抜 け た こ と で ト ッ プ チ ュ ー ブ ２ と シ ー ト チ ュ ー ブ ４ も ス ラ イ ド 自 由 と な る 。
そ こ で 、 ア ッ パ ー セ ク シ ョ ン ５ を 後 方 い っ ぱ い ま で ス ラ イ ド さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 次 に 図 ８ の よ う に 、 黒 丸 で 示 し た ４ つ の ピ ボ ッ ト 、 す な わ ち 軸 １ ａ 、 軸 ４ ａ 、 フ ラ ン ジ
１ ｂ 、 フ ラ ン ジ ４ ｂ で 各 フ レ ー ム チ ュ ー ブ を 矢 印 の よ う に 回 転 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 す る と 図 ９ の よ う に 、 ヘ ッ ド チ ュ ー ブ １ と ボ ト ム チ ュ ー ブ ３ が 重 な り 、 ト ッ プ チ ュ ー ブ
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２ と シ ー ト チ ュ ー ブ ４ が 重 な っ て 、 各 フ レ ー ム チ ュ ー ブ が 平 行 に 揃 い 、 か つ 前 輪 １ ０ と 後
輪 ８ も ほ ぼ 重 な っ た 細 長 い 形 状 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 最 良 の 実 施 例 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 フ レ ー ム 部 分 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の Ａ 方 向 か ら の 車 体 全 体 の 投 影 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ の Ａ 方 向 か ら の ボ ト ム チ ュ ー ブ の 投 影 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 サ イ ド ビ ー ム の 前 側 取 り 付 け 部 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 サ イ ド ビ ー ム の 後 側 取 り 付 け 部 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 折 り 畳 み の １ 段 階 目 動 作 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 折 り 畳 み の ２ 段 階 目 動 作 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 折 り 畳 み の 完 成 形 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 　 　 　 １ ・ ・ ・ ヘ ッ ド チ ュ ー ブ
　 　 　 　 １ ａ ・ ・ ・ 軸
　 　 　 　 １ ｂ ・ ・ ・ フ ラ ン ジ
　 　 　 　 １ ｃ ・ ・ ・ ネ ジ 穴
　 　 　 　 ２ ・ ・ ・ ト ッ プ チ ュ ー ブ
　 　 　 　 ２ ａ ・ ・ ・ ネ ジ 穴
　 　 　 　 ２ ｂ ・ ・ ・ ス リ ッ ト
　 　 　 　 ３ ・ ・ ・ ボ ト ム チ ュ ー ブ
　 　 　 　 ３ ａ ・ ・ ・ 穴
　 　 　 　 ３ ｂ ・ ・ ・ ス リ ッ ト
　 　 　 　 ３ ｃ ・ ・ ・ ボ ト ム ブ ラ ケ ッ ト
　 　 　 　 ４ ・ ・ ・ シ ー ト チ ュ ー ブ
　 　 　 　 ４ ａ ・ ・ ・ 軸
　 　 　 　 ４ ｂ ・ ・ ・ フ ラ ン ジ
　 　 　 　 ４ ｃ ・ ・ ・ 穴
　 　 　 　 ５ ・ ・ ・ ア ッ パ ー セ ク シ ョ ン
　 　 　 　 ６ ・ ・ ・ ロ ア セ ク シ ョ ン
　 　 　 　 ７ ・ ・ ・ リ ヤ フ ォ ー ク
　 　 　 　 ８ ・ ・ ・ 後 輪
　 　 　 　 ９ ・ ・ ・ フ ロ ン ト フ ォ ー ク
　 　 　 　 １ ０ ・ ・ ・ 前 輪
　 　 　 　 １ １ ・ ・ ・ フ ォ ー ク コ ラ ム
　 　 　 　 １ ２ ・ ・ ・ ス テ ム
　 　 　 　 １ ３ ・ ・ ・ サ イ ド ビ ー ム
　 　 　 　 １ ３ ａ ・ ・ ・ 穴
　 　 　 　 １ ３ ｂ ・ ・ ・ 穴
　 　 　 　 １ ４ ａ ・ ・ ・ ボ ル ト
　 　 　 　 １ ４ ｂ ・ ・ ・ ボ ル ト
　 　 　 　 １ ５ ・ ・ ・ サ ド ル
　 　 　 　 １ ５ ａ ・ ・ ・ シ ー ト ポ ス ト
　 　 　 　 １ ６ ・ ・ ・ ハ ン ド ル
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】
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